




























































■この作品について■

このお話は

私のブログに載せた詩
『気付いてしまった夜に』を元に

そちらに寄せられた
尊敬する作家さんである、blackout様のお言葉
からイメージを受けて、完成したものです。
(5ページ目、最後の１行『独りの〜』は除く)

このような機会を与えて下さった事、
本当に感謝しています。ありがとうございます！

尚、詩集やブログの中にも
元になった詩がいくつか入っています。

そちらも合わせて見ていただけると嬉しいです。

その終着点は  

絶望も悲しみも全て飲み込まれる 

無、という場所… 

そこは最初から闇だけが存在していた 

決して晴れることのない闇だけが存在していた

◆元になった詩◆

『失った顔』

http://p.booklog.jp/book/55156

パブー「25時の二日月〜26歳女の言葉遊び」より

『朝が来るから』
http://marry1111.blog.fc2.com/blog-entry-103.html

『存在証明』
http://marry1111.blog.fc2.com/blog-entry-123.html

『気付いてしまった夜に-1-、-2-、-3-』
http://marry1111.blog.fc2.com/blog-entry-155.html
http://marry1111.blog.fc2.com/blog-entry-156.html
http://marry1111.blog.fc2.com/blog-entry-160.html

ブログ「25時の二日月〜26歳女の言葉遊び」より

http://p.booklog.jp/users/blackout9999
http://p.booklog.jp/book/55156
http://marry1111.blog.fc2.com/blog-entry-103.html
http://marry1111.blog.fc2.com/blog-entry-123.html
http://marry1111.blog.fc2.com/blog-entry-155.html
http://marry1111.blog.fc2.com/blog-entry-156.html
http://marry1111.blog.fc2.com/blog-entry-160.html

